
畔田谷津レポート「実験水路完成」 

千葉環境再生基金の助成事業としてスタートした畔田谷津調査は、早３年目を迎え、

今年度から水路実験に取り組むこととなりました。これまでの２年間では地質調査や観

測井ににおける地下水位測定、水質分析などにより、沖積層内での地下水の動態とそれ

に伴う水質の変動が少しづつ明らかになってきました。どうやら、沖積層内では下位の

洪積層からの地下水と地表面の表流水の浸透した地下水がお互いにせめぎあって、沖積

層内での環境変化は不安定であることがわかってきました。どうやら地下水位と酸化還

元環境が関連性が強く、窒素の浄化作用に影響していると思われます。地味な調査です

が谷津内での脱窒の機構解明に一歩ずつ近づいているのが感じられます。これらの成果

は、昨年度に地下水学会や環境情報科学などで発表してまいりました。

３年目の今年は、いよいよ水路実験を試みようと、千葉大

学の近藤研究室のメンバーとともに工夫を凝らし水路を完

成させました。この水路での実験は湧水口から水路まで約

30ｍの距離を直接水路に導水して、約 10ｍの水路内に復元し

た湿地で浄化の効果を直接測るという計画です。

ところが、水路ができたのも束の間、今年の梅雨の少雨が

原因してか、昨年に引き続き今年も湧水が７月から枯渇、台

風は来るものの８月、９月も実験水路は渇いたまま。このま

までは実験がスタートできないと焦りを感じ始めた１０月、

やっと湧水が復活したのです。そういえば昨年も一時枯渇し、

復活したのは１０月でしたね。水路内は落ち葉が溜まってし

かも三角堰に改造した衣装ケースの中にはザリガニと悪臭

が！！ 早速改修を行い、やっと湧水が水路に流入するよう

になりました。このまま順調にいけば１１月の調査では測定

が可能になります。結果が楽しみです。

湧水モニタリング始まる！
今年も湧水調査の季節がやってまいりました。ちばの湧水めぐり」の発行から 8

年めを迎え、「ちばの湧水めぐり改訂版」に向けて動き始めました。８年の間に新

しい湧水が加わった一方で、残念ながら８年前と形を変え、湧水量が激減した湧

水や、地形の変化で完全に亡失してしまった湧水もありました。

地下水は環境変化に反応するため、地下水が地表面に現れた湧水は、簡単に環

境を測れる重要な役割を担っているといえるでしょう。

今年は、メンバーの動きも早く 9 月には早々に調査が終了したチームもありま

すが、調査はまだまだ続いています。まだ調査に参加したことがない会員の皆様、

この機会に参加して自然と触れ合ってみませんか？調査風景

（我孫子市桃山公園の湧水）

公園の重要な景観として湧水

が一役買っています。
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やっと復活した湧水！



 調査で出会った素敵な風景と、新しく追加された湧水をいくつか写真で紹介します。

都会のオアシス

（柏市小袋池散策路内

喧騒を離れ、静かな秋のワンシーン。

法泉寺の湧水(酒々井町) 
相当の湧出量です。大仏頂寺弘法の瀧(酒々井町) 

ここにも弘法伝説が・・・

高野山桃山公園の湧水(我孫子市) 
ビオトープに利用された湧水です。

駐車場も完備、とても調査しやすい地

点の一つです。

小堤の湧水(横芝光町) 
お酒の醸造に利用されていたそうで

す。



シンポジウム開催のお知らせ 

下記の内容で水環境研究所が主催するシンポジウムを開催いたします。

このシンポジウムは、公益財団法人印旛沼環境基金助成事業として、畔田谷津で実施している「谷津田の

窒素浄化に関する機能と役割調査」の研究成果を発表するとともに、共同研究者である千葉大学の近藤先生、

東邦大学の西廣先生にも参加いただいて、これからの印旛沼流域に分布する谷津田の活用について皆さんと

活発な意見を交わす予定です。

皆さんのご参加をお待ちしております！

公開シンポジウム 「印旛沼、未来への可能性」～印旛沼流域における谷津の機能と役割～ 

開催日時：平成３０年１２月１日（土） 午後１時半より  

会  場：佐倉市立美術館４階ホール 

(プログラム) 

【第 1部】講演会・研究発表 

  1）基調講演：印旛沼流域の地形・地質的特徴 

（千葉大学環境リモートセンシングセンター教授 近藤 昭彦氏)  

  2）研究成果発表 

印旛沼流域の谷津田の分布と特徴（千葉大学 堀江 政樹氏）  

谷津湿地における水質浄化の特徴(水環境研究所理事長 瀧 和夫)  

【第 2部】 パネルデスカッション 「印旛沼、未来への可能性」 

座長：東邦大学理学部生命圏環境科学科准教授 西廣 淳氏 



印旛郡誌に見る湧水と人々（８）
谷津斜面の湧水

谷津の斜面から湧出する湧水は、「根だれ」と言われ、野良仕事の時などにのどを潤す水として使われ

ていましたが、なぜか印旛郡誌にはあまり取り上げられていません。でも、このタイプの湧水は、直接容

器に汲みやすいので、最近になって「うまい水」を求める人々によって注目されるようになっています。

ご紹介しましょう。

（１）西行清水 

青菅（旧志津村 現佐倉市）にあり。高さ 7ｍばかりの丘阜の中腹にあり。3 坪余の泉池にして、泉脈

細けれど干ばつ時でも絶えることなし。その崖上に浅間神社を祀る。松樹蒼々として東南方に小竹井野の

水田を望み風景佳なり。古昔西行法師遊歴のとき、ここに憩いて左の歌を咏せり。

道の辺に 清水流れる柳影 しばしここに杖をとどめにけり 

この清水は、現在も井野川の低地から台地に上る坂道の中腹に、わずかしみだす程度に湧いています。

木々の間から谷津を見下ろす景色は、往時の風情をしのばせています。多分、当時は景勝地として親しま

れていたのではないでしょうかしょう。

（２）長寿水 

印旛郡誌にはありませんが、最近になって有名になった湧水です。成田市

川栗の根木名川沿いにあり、台地斜面に挿し込んだ竹筒から水が湧き出して

います。昔から野良仕事のときの飲み水などとして使われていました。最近

になって「長寿水」という看板を立てて整備したところ、その名前とおいし

い水の新鮮さに引かれて多くの人々が水を汲みに訪れるようになり、有名に

なりました。湧水の現代的価値が見え隠れしています。

この湧水の涵養地に当たるところにゴルフ場開発の計画が建てられ、湧水

の涸渇が心配されたことがあります。そのとき、この湧水を保全しようとす

る多くの人の声を受けて、貴重な湧水の保全対策が盛り込まれました。ゴルフ場の完成後の現在も、湧水

は湧き続けています。湧水の保全維持は、使うことが大切であることを示す好例です。

(文 白鳥孝治会員) 

本調査は 3年目を迎え、毎月 1回定期調査を実施しております。次回の調査は以下のとおりです。 

皆様のご参加をお待ちしております。別途メールでのご案内もしております。 

調査日    各月 1 回 土・日・休祭日のいずれかに実施   

集合場所   本昌寺ユーカリが丘墓苑入口（アコーディアガーデン志津ゴルフ場下） 

時  間   9:３０ 
参加ご希望の方は事前にお申し込みください。電車等で起こしの方は京成ユーカリが丘駅にお迎えに上がります。

  TEL：０８０－６５１５－６４９７(担当 岩井) E-mail：kubi_0929@yahoo.co.jp

今年度も昨年度に引き続き、各エリア別に湧水調査を行っております。お友達、ご家族をお誘いの上ふ

るってご参加ください。皆様のご参加をお待ちしております。日程は随時メール、ホームページを通して

皆様にお知らせいたします（お申し込みは 岩井０８０－６５１５－６４９７まで） 

11 月以降に予定している調査は以下の通りです。なお、調査日は変更になることもありますので事務局

にお問い合わせください。 

① 外房エリア   神余の弘法井戸、灰汁井戸、清澄水など７カ所 

南房総市や館山市を中心とする本コースには、千葉を代表する観光地を通るためドライブも楽しめます。また

「神余の弘法水」は故事来歴のほか黒褐色の温泉に近い成分を持つ個性的な湧き水で、必見です。 

調査予定日：平成 30 年 12 月 2 日 

② 印旛沼エリア  加賀清水、上座公園、西御門など 17 カ所 

下総台地を涵養域する本コースの湧水は、印旛沼の水源として重要な役割を担っています。流域ではのどかな

谷津田風景を見ながら湧水を観察することができます。都市化が進む本エリアでは、谷津田の開発による湧水の

消滅や窒素による地下水汚染など多くの課題を抱えています。 

調査予定日：12月を予定 

※手賀沼エリア、利根川エリア、九十九里エリア、奥東京湾エリア、内房エリアは調査が終了しました。
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URL：http://www.wakimizu.org/ 
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e-mail: office_iwe@wakimizu.org 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
平成30年残り2か月となってしましました。忙しさに甘えて「湧き水通信」

の発行がだいぶ遅れてしまい、事務局として深くお詫び申し上げます。 

今年は、弘前で開催された地下水学会で畔田谷津調査の成果を発表し、

多くの皆さんのありがたい意見を今後の調査に活かしていきたいと思いま

す。発表ポスター、千葉大学近藤先生のご厚意で印刷していただきました。

ありがとうございました。それにしても、岩木山の紅葉は感動の美しさで

した。（Ｋ） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

★畔田谷津調査（千葉県再生基金助成事業） 



★湧水モニタリング調査

（１）名誉会員の誕生について 

第１５回総会において定款第 6条（会員の種別）変更が承認され、新たに名誉会員の枠が追加されま

した。このことにより、本法人設立にご尽力いただいた堀田和弘氏、及び今橋正征氏が初めて名誉会員

となられました。お二人にはこれからも引き続き当法人の運営や事業活動にご指導・ご助言をいただき、

ＮＰＯの発展に寄与していただけるものと期待しております。

（２）平成 29 年度会費の納入のお願い

お支払方法：銀行振り込み（振込先 千葉銀行 本店営業部（普通）３７０６９７７  

又は事務局へ直接（０８０－６５１５－６４９７） 

本法人は皆様の会費により運営されており、活動に伴う消耗品や活動参加者への交通費、日当等に充

てられています。どうぞ会員の皆様方には、ご理解とご協力のほどお願いいたします。 


